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１月25日、第１弾として、川西地区区長会と川西未来づくりの会の方々にお申し込みをいた
だき、川西コミュニティセンターにてばんげ未来トークを開催しました。
まず現状をお聞きし、何が課題になっているのか、問題点はどこにあるのかお聞きしました。

【 議会の対応 】
お話を伺い、利便性の高い公共交通

を実現するために、現状の法律（規制）
がどのようになっているのかをまず把
握する必要があります。
その上で、どのような公共交通のあ

り方が会津坂下町にとって理想的なの
かを今後研究していく必要があると感
じました。
担当である総務産業建設常任委員会

の中で、町へ提言できるよう検討を重
ねていきます。

令和７年度も引き続き開催していきますので、ぜひお問い合わせください。

【 川西地区の現状と課題 】
○川西地区は、高齢化率64％であり、運転免

許証を返納すると出歩かなくなり、フレイル
化につながることが心配される。

○現在バスは、袋原⇔坂下町内間が学校への通
学のある日は４便あるが、学校の休みの日は
1便しか運航していない。坂下までの交通手
段が心配である。

○公共交通が不便だと若い世代が移転してしま
うので集落維持が心配である。

【 参加された皆さんから出た意見 】
○生活しやすい公共交通を。
○公共バスを通学時の朝晩のみとし、その他に

新たな運行を検討できないか。
○病院独自の送迎ができないか。
○法律の壁があるが、福祉施設の車両の有効利

用はできないか。
○退職された2種免許保有者にご協力をいただ

けないか。
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テーマ「高齢化社会における公共交通」
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私は長井在住の今年
67歳、妻と二人暮らし
です。将来の運転免許証
返納を意識すると、生活
の不便さと行動範囲の縮
小が心配です。地域の急
速な高齢化に対し、地
域・議会・町が危機感を
共有し、一緒に対策を
考えていくことを願いま
す。未来トークの持ち方
には、敷居を低くする工
夫が必要と感じました。

初めて「未来トーク（議員懇談会）」に参加
しました。

近年、全国的に進む少子高齢化ですが、
坂下町も例外ではなくますます加速してい
ます。

高齢者の交通事故防止対策として「免許
返納」がありますが、会津坂下町は都市部
にくらべ「交通空白・不便」地域が多く、返
納後の不安から「返納したくても返納でき
ない」ことが問題なのではないでしょうか。
今回、近い将来に起こりうるであろう課題
に対して、議会議員と地域住民が情報を共
有できたことは大変有意義なことだと思い
ます。
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議会では平成21年度に議会報告会を初めて開催し、地域住民と意見や情報を交換し、町民の
多様な意見を反映させる取り組みを始めました。

令和６年度に議員の改選を迎え、改めて町民の皆さんの声を聞き、多様な意見を反映させる方
法を検討してきました。どうしたらより多くの声を集められるか、集まった声をどうしたら政策
に反映させていけるのか。
まずは、ばんげの明るい未来を皆さんと一緒に語りたいという思いから、ばんげ未来トークを
再始動することになりました。

ばんげ未   来トークばんげ未   来トーク
ばんげ未来トークとは…
これまでの経緯

再始動

その後、町民議会懇談会と名前を変え開催してき
ましたが、なかなか参加者は増えず、どうすれば参
加していただけるのか、意見をお聞きできるのかを
検討してきました。
そうして平成29年度より始まったのが、ばんげ
未来トークです。それまでの参加募集型から、町民
からの要請に応えどこへでも議員が出向く議員派遣
型へ実施方法を変更しました。毎年多くの団体から
の依頼を受け、意見を伺う事ができました。そこで
出た意見をまとめ、町長に提言書を提出したり、平
成30年度には、町民から出された意見を「議会を
代表しての一般質問」として執行部にぶつけたりし
てきました。
令和２年から３年度はコロナ禍により開催できま
せんでしたが、令和４年度から段階的に開催をして
きました。

コロナ禍前までの経緯
年度 参加者数 特徴的な出来事

平成 21 年 129 名 初めての議会報告会

平成 22 年 126 名 「町民・議会懇談会」へ
名称を変更

平成 23 年 98 名
平成 24 年 74 名

平成 25 年 50 名 パネルディスカッション
方式

平成 26 年 57 名
平成 27 年 102 名

平成 28 年 45 名 基調講演と意見交換会の
２部制を導入

平成 29 年 112 名 ばんげ未来トークへ変更
平成 30 年 113 名
令和元年 ８７名

ばんげ未来トークばんげ未来トーク

派 遣 依 頼 募 集派 遣 依 頼 募 集
私たちと一緒に「ばんげの明るい未来」に

ついて語り合いませんか？
皆さんが日ごろ感じていることを、お聞か

せください！

◎申込方法◎
　実施希望日の３週間前までに、議会事
務局へお申し込みください。
　　詳しくはこちらで
　　ご確認ください⇒⇒
まずはお問い合わせ
ください！

【問い合わせ・申し込み先】
　会津坂下町議会事務局 ☎ 84 － 1507

〜ばんげの未来を

　 町民のみなさんと

　　　 一緒に考える〜



あ
い
づ
ば
ん
げ
議
会
だ
よ
り

217
号

令
和
７
年
４
月
25日

〈
発

行
〉

会
津

坂
下

町
議

会
〈

編
集

〉
広

報
広

聴
特

別
委

員
会

〒
969-6592 福

島
県

河
沼

郡
会

津
坂

下
町

字
市

中
三

番
甲

3662
☎

0242-84-1507　
　

FAX 0242-83-1361

編
集
後
記

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
山
口
　
　
享

　
　
副
委
員
長
　
目
黒
　
克
博

　
　
委
　
　
員
　
五
十
嵐
孝
子

　
　
委
　
　
員
　
物
江
　
政
博

　
　
委
　
　
員
　
佐
藤
　
宗
太

みんなのひろば

坂下地区地域づくり協議会地域振興部会では、毎年「竹あかり」を
作製し、出来上がった作品を年末から年明けまで役場前で飾っていま
す。

竹あかりを飾る前は、イルミネーションを飾っていましたが、竹あ
かりから感じられる “ 和 ” を坂下地区でも広められたら良いなという
思いで、米沢市を拠点に活動している “ 夢プロジェクト『竹あかり×
ゆき×祈り』” さんに一から教えていただきました。

また、毎年、竹あかりのデザイン画を会津短大デザイン情報コース
プロダクトゼミの学生さんに、竹は、町民の方に提供してもらってい
ます。

竹あかりを始めて数年ということもあり、毎回試行錯誤しながら部
会のメンバーと夜な夜な楽しく作業をしています。

今後も無理のない範囲
で作製しながら、数年後
には「凄っ！」と思って
もらえる作品を飾りたい
と思います。

竹あかり
坂下地区地域づくり協議会

今回は、坂下地区地域づくり協議会地域
振興部会で行われている「竹あかり」を広報
広聴特別委員の物江政博が取材しました。

ばんげの「いい顔」みぃつけた！
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役場庁舎前のイルミネーション


